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第37号指導資料 技術・家庭
－中学校対象－

平成21年５月発行鹿児島県総合教育センター

「養液栽培」の勧め
～「Ｃ生物育成に関する技術」の指導の工夫～

平成20年３月，新しい学習指導要領が公示

され，中学校技術・家庭（技術分野）では，

Ａ～Ｄの４つの内容を，現行と同じ授業時数

で，全ての生徒に履修させることとなった。

とくに，「Ｃ生物育成に関する技術」では，

題材を「植物の栽培」「動物の飼育」「水産

生物の栽培」の中から，地域や学校及び生徒

の実態を考慮して設定し実施することとなっ

た。しかし，現状では，施設・設備等の問題

から,｢植物の栽培｣を履修させる場合が多い

ことが予想される。

このような現状を踏まえると，新学習指導

要領の全面実施に向け，従来，選択項目とし

て指導していた「(6) 作物の栽培」を見直し，

新たに指導計画等の工夫をすることが必要と

なってくる。

そこで，本稿では，「Ｃ生物育成に関する

技術」のねらいを達成するために，比較的容

易に取り組める養液栽培を取り入れた指導の

工夫を中心にして述べる。さらに，生徒が継

続的に管理作業を行うための記録表の工夫に

ついて述べる。

１ 養液栽培について

養液栽培とは，植物を固定する土の代わ

りに，ロックウール等を使用したり，水の

中に根を張らせたりして，生育に必要な養

分を含んだ培養液を与えて栽培する方法で

ある。

養液栽培には，普通栽培と比較し，次の

ような利点がある。

① 作物の生育に必要な養分や水分の

補給等の管理が比較的容易である。

② 土壌に比べ病気や害虫の影響を受

けにくい。

③ 土を使わないので，連作障害の心

配がない。

④ 土壌に肥料等が残留することがな

いので環境にやさしい。

しかし，生徒全員が養液栽培を行うため

には，製作費等の問題がある。そこで，見

本としていくつか栽培し，授業で活用する

方法を考えることにした。

２ 養液栽培を活用した栽培の指導計画例

養液栽培を活用した栽培の指導計画の作

成に当たって，次のような観点を考慮して

指導計画例を作成した。
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(1) 授業時数について

Ａ，Ｂ，Ｄの内容とのバランスにも配

慮して「Ｃ生物育成に関する技術」のね

らいを達成できる時数を確保する。また，

他の内容と並行して学習を進めながら，

履修できる程度の時数にする。

(2) 栽培する植物について

教科書等で例示されているものや地

域の特産物等で生徒の興味・関心が高

かいもの。ただし，３～４か月程度で

収穫でき，学期をまたがないで学習で

きるものとする。

(3) 指導計画例
題材名「甘くておいしいミニトマトを栽培をしよう」（全12時間）

主な学習内容 指導上の留意点 備 考時数

植物の栽培と私たちの生 ・ 植物を育てることは，私たちの生活にどの
活について考えよう。 ように関わっているのかを考えさせる。
１ ・ 植物の栽培に関するオリエンテーションを

行う。

栽培の計画を立てて植え ・ トマトの特徴等を知らせ，管理記録表に，
１ 付け（鉢替え）の準備をし トマトの簡単な栽培計画を立てさせる｡
よう。 ・ 次時に必要な材料を確認し準備させる。

ミニトマトの植え付け ・ ９号程度の長鉢（6.5 ）を準備する。 ○ 簡易養液栽培装置にトマç
（鉢替え）をしよう。 （穴を開けたポリバケツでも可） トを植え付ける。

・ 堆肥，腐葉土，畑土，化成肥料等を適量混 ○ 空気がない場合，養分が
２ ぜて，培養土を作らせる。 ない場合を比較するための

・ 鉢に，ボラ土，培養土を順に入れ，トマト 苗も植えておく。
の苗を植える。
・ 水をたっぷりかけさせる。
・ 管理記録表に記録をさせる。

栽培に適した環境条件に ・ 栽培に適した環境条件には，光，温度，土 【養液栽培の活用①】
２ はどのようなものがあるだ 壌，肥料などがあることを知らせ,環境条件
ろうか。 を調節する方法についても理解させる。

ミニトマトの管理をしよ ・ 他の内容の学習と並行しながら，必要な時 【養液栽培の活用②】
う。 間（15～20分程度）を使って，日常の管理作
○ 日常の管理作業 業を行わせる。
・水かけ，追肥 ・ 灌水については，学級で当番を決めて交代

５ ・摘芽，摘しん で行ってもよい。
・支柱立て，誘引 ・ １学期中に収穫するためには，第３～５花 第３花房
・病害虫の防除 房までで，摘しんをする。
○ 収穫 ・ 管理記録表に，作業内容や収穫量を記録さ

図１ 摘しんの仕方○ 後片付け せ，適宜，写真を撮っておく。

栽培技術の活用と社会や ・ 最新の養液栽培の様子及びバイオテクノロ 【養液栽培の活用③】
１ 環境との関わりを考えよ ジー，食糧危機の問題等を紹介しながら考え ○ 「植物の栽培」の授業が
う。 させる。 終了しても，養液栽培を続

・ ＩＣＴを活用して，事例等を紹介する。 け，生徒に観察させる。

【養液栽培の活用】
① 土壌がないことによって，簡単に環境調節ができるので,｢ア 養分，空気を十分に与えたもの イ 養
分を十分与えないもの ウ 空気を十分与えないもの」の３種類の苗を栽培し，根の生育状況を比較させ，
空気や養分の必要性を実感させることができる。
② 鉢に植えた苗より比較的成長が早いので，生徒が自分の苗の管理作業をする前に，誘引，摘芽，摘しん
などの作業を示範したり練習したりすることができる。
③ 苗を大きく育てることにより，生徒の栽培に関する興味・関心を高めることができる。

３ 簡易養液栽培装置の実際

ここでは，製作コストを軽減するために，

ホームセンター等で，市販されているプラ

スチックコンテナや観賞魚飼育用のポンプ

等を使った簡易養液栽培装置を紹介する。

なお，ポンプは培養液の循環と培養液を

かき混ぜることで空気補給も行っている。

ただし，大きな装置を作成するときは，空
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気の量が不足するので，別にエアポンプ

を準備した方がよい。

(1) 栽培槽，培養液補給槽の加工について

大きさ240mm×310mm×110mm程度の市

販のプラスチックコンテナを２個購入し，

栽培槽は底，培養液補給槽は側面下側に，

半径13mmのドリルで穴を開ける。

(2) 水位調節用パイプの取付けについて

口径13mmの塩

化ビニル製水道

管と直線継手

図２水位調節用パイプの取付け10mmを２個使

用し，栽培槽下の穴に通して，塩ビ用接

着剤で固定する。

※ 直線継手は，１個の継手を両端から

10mmの長さでそれぞれ切断したものを

使用する。

(3) 循環用ポンプ等の取付けについて

口径13mmの塩

化ビニル製水道

管４本と直線継

手10mmを２個，

直角継手２個，

循環用ポンプを

図３ 循環用ポンプ等の取付け図３のように接

続し，培養液補給槽の側面下側の穴に通

して，塩ビ用接着剤で固定する。

(4) 簡易養液栽培装置の構造について

この装置で使用した液肥は，２種類の

液体を混合して使用する養液栽培専用の

濃縮液体肥料を，500倍に希釈したもの

である。取扱いが比較的容易であり，安

価であり，この液肥を使った実践例も多

い。
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110mm110mm
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180mm
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図４ 装置の全体的な構造と説明

(液肥の入手先)

http://www.kyowajpn.co.jp/hyponica/hhp/index.html

４ 栽培の実際

次は，実際にミニトマトを養液栽培したと

きの様子を示したものである。

・ フルーツトマトの

苗を購入し，苗につ

いている土を丁寧に

水で洗い流す。

・ わき芽を倍養液に

浸して生長させても

栽培できる｡

写真１ 植付前の苗

・ 装置を屋外に設

置するので，漏電

しないようにコン

セント等を保護し

ておく｡

写真２ 植付け直後(４月下旬）

※ 苗を固定するために，網状のプラスチ

ックかごに入れ，水の中に根を張らせる

ようにする。茎は，支柱に針金入りのビ

ニールひもで誘引する。

培養液の流れ

培養液循環用ポンプ
市販の観賞魚飼育用の
水槽（60cmサイズ）に使用
するものを流用する。

循環装置
口径13mmの塩化
ビニル製水道管，
継手，塩ビ用接着
剤で製作する。

養液栽培槽
市販のプラスチックコン
テナを２つ使用し，栽培
槽と培養液補給槽の間
を，水道管でつなぐ。

植物固定用支柱他
量販店で，鉢置き台と
プラスチックかご等を購
入し，支柱を立て，植物
の茎や根を保持する。

表面保護シート
水中に藻などが発
生するのを防ぐため
に，銀色のシートをつ
ける。

※ 接続部等はシーリング剤を塗り，水漏れを防ぐ。
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プラスチックかご等を購
入し，支柱を立て，植物
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※ 接続部等はシーリング剤を塗り，水漏れを防ぐ。
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・ 摘芽しないで草丈

50 程に生長したトcm

マトの様子。

・ １週間に１度水を

補給し,液肥を5 程cc

度,適宜補充する。

写真３ １か月後(５月下旬)

・ 草丈100 程度にcm

なり,第１花房から

順に収穫を始める｡

・ 蒸散が多く２～３

日に１回，水を補給

する。８月中に，数

十個収穫した。写真４ ３か月後(７月下旬)

５ 管理記録表の工夫

「Ｃ生物育成に関する技術」の内容は，

生物を対象として学習を進めていく。した

がって，継続的に愛情を持って育てていく

ことが情操教育や命の尊さについて学習す

ることにもつながっていく。

とくに，「植物は足音を聞いて育つ」と

いわれるが，植物の栽培について興味・関

心を高めていくためには，継続的に観察や

管理作業を行って，日々の成長の様子を実

感することが必要である。

そこで，継続的な観察や管理作業を行わ

せるために，次のような観点で管理記録表

を工夫した例を紹介する。

写真５ 生徒が作成した管理記録表

(※ 上 の 指導資料で は， 写 真の 部分 を クリックし て で 実物 を 参照 できる )W e b P D F

① 表紙に自分の栽培するものが成長し

たときの様子を絵に描かせ，期待を持

たせるようにした。

② 成長の様子や各自が関わってきたこ

とを意識できるように，管理作業の内

容を，適宜記入させるようにした。

③ 植物の細かな成長の変化に気付ける

よう，スケッチする欄を設け，定期的

に記入させるようにした。

④ 収量の累計を記録する欄を設け，努

力の成果を意識できるようにした。

⑤ 感想をまとめて記述する欄を設け，

情意面を評価できるようにした。

技術・家庭では，感動や驚き，知的好奇心

などを重視した，実践的・体験的な学習を展

開している。養液栽培のトマトが大きく育ち，

多くの実をつけている様子を見るとき，生徒

の興味・関心が非常に高くなると思われる。

そのような場面を想像しながら，指導の工夫

・改善を図っていきたいものである。
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